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 令和４年度の４月に小学校６年生、中学校３年生を対象に実施した全国学力・学習状況調査結果がま

とまりました。この調査結果を踏まえ、今後の本校の取組についてご説明します。 

 なお、今回の結果により測定できるのは、学力特定の一部であり、学校における教育活動の一側面に

過ぎません。この調査結果にとらわれすぎることなく、児童一人ひとりの力をつけることに引き続き取

り組んでまいります。保護者の皆様には、本調査の趣旨を十分に理解した受け止め方をしていただける

よう、お願いいたします。 

            教科学習状況調査結果（平均正答率） 
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 豊岡小 神奈川県（公立） 全国（公立） 

国語 68 65 65.6 

算数 67 64 63.2 

理科 67 63 63.3 

国語 

〇 思考力・判断力、表現力を問う問題において２～７ポイント全国平均を上回っている。  

 特に「読むこと」は、全国平均を７ポイント上回っている。 

● 「我が国の言語文化に関する事項」問題のみ、全国平均を 15ポイント下回っている。 

● 「漢字や仮名の大きさ、配列に注意して書く」問題では、正答率が全国平均と比べて 15

ポイント下回っている。無回答率は全国平均より３ポイント高い。 

算数 

○ すべての問題において全国平均を上回っている。 

○ 特に「変化と関係」は、全国平均を７ポイント上回っている。 

● 「加法と情報の混合したポイント数の求め方を解釈し、他の場合のポイント数の求め方

と答えを記述する」問題では、全国平均と比べ、無回答率が５ポイント高い。 

理科 

〇A区分・B区分ともすべての領域で、4～6ポイント上回っている。特に、「地球」を柱と

する領域の問題で 7～10ポイント上回っている。また、思考力・判断力・表現力を問う

問題においては 6ポイント上回っている。 

●「メスシリンダーという器具を理解している」「日光は直進することを理解している」な

どの知識・技能を問う問題では、３～12ポイント下回っている。 

全国の正答率と比較して結果に特徴のある項目・問題 



（２）各教科結果の分析 

調査結果において、全国の平均正答率と比べ、国語・算数・理科の全体の正答率は、全国平均を２～

３ポイント上回っています。一方で、「学年別漢字配当表に示された漢字を文の中で正しく使う」「漢字

や仮名の大きさ、配列に注意して書く」「図形を構成する要素に着目して、長方形の意味や性質、構成の

仕方について理解している」「メスシリンダーという器具を理解している」などの知識・技能分野で課題

があります。日頃より、基礎基本の確実な定着にむけた指導の充実を図っていきます。 

 

（３）児童質問紙調査結果より 

＜学習意欲＞ 

・国語と理科で全国平均を上回っています。基礎・基本の定着を図り、学習意欲がさらに向上していく

ように努めます。 

・5年生までに受けた授業では、自分の思いや考えをもとに、作品や作文など新しいものを創り出す活 

動を行っていましたか」では、あてはまる、どちらかといえばあてはまると答えた児童の合計が 74％

で、全国平均と比べ 5ポイント上回っています。引き続き、自分の思いを豊かに表現していけるよう

な学習をめざします。 

＜学習習慣＞ 

・「学校の授業以外の時間に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強します 

か」では、３時間以上と答えた児童は 35％で、全国より 24ポイントも上回りました。今後も、日々

の宿題と共に、自分で計画を立てて学習を進めていけるよう指導の工夫に努めます。 

「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日どのくらいの時間読書しますか」では、

30 分以上と答えた児童の合計が 47.1％で、全国平均と比べ 10 ポイント高い結果となりました。

さらに、本に親しむことで語彙を豊かにし、学力の基礎となる読解力が高まるように指導していきま

す。 

＜生活習慣＞ 

・「普段（月曜日から金曜日）、1日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンで動画を視聴

しますか」では、携帯電話やスマートフォンをもっていない、30 分より少ない、と答えた児童は

48.1％で全国平均より 13ポイント上回りました。一方で、4時間以上と答えた児童は、全国と比べ

６ポイント高い結果となりました。今後は、SNS・動画視聴の適切な利用時間について、引き続き指

導するとともに、家庭で話し合ったり考えたりする必要があると考えます。 

・「放課後や週末に何をして過ごすことが多いですか」では、学習塾など学校や家以外の場所で勉強して

いると答えた児童は 49％で、全国平均と比べて 25 ポイント高く、習い事（スポーツに関する習い

事を除く）をしていると答えた児童は 49％で、全国平均と比べ 13 ポイント上回っています。放課

後や週末も比較的忙しく過ごしている児童が多いことから、体調管理の声かけを続け、無理なく元気

に学校生活が過ごせるようにします。 

＜規範意識・自己有用感＞ 

・「あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよさを生かして

解決方法を決めていますか」では、あてはまる、どちらかといえばあてはまると答えた児童は、55.8％

で全国平均と比べると 17ポイント低い結果となりました。今後は、児童が互いに認め合い助け合っ

て活動する中で、一人ひとりが自己有用感をもてる学級づくり、学年経営を目指します。 

 


